
保
育
士
資
格
を
持
ち
な
が
ら
、
現
在
、

保
育
士
と
し
て
働
い
て
い
な
い
か
た
な

ど
の
就
労
を
支
援
す
る｢

保
育
士
人
材
バ

ン
ク｣

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

保
育
士
の
求
人
情
報
の
提
供
や
保
育

に
関
す
る
研
修
会
な
ど
の
案
内
を
希
望

さ
れ
る
か
た
は
、
保
育
士
人
材
バ
ン
ク
へ

ご
登
録
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
左
記
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
育
成
課
☎(

８
８
８)

５
６
９
２

支
援
内
容
▼

求
人
情
報
の
提
供
、
就
職
相

談
会
、
保
育
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
、
現
場

研
修
会
の
開
催

保
育
士
人
材
バ
ン
ク
登
録
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.c
ity.a

kita
.a
kita
.jp
/

c
ity/c

h
/w
f/b
a
n
k/b
a
n
k.h
tm

10
月
１
日
(土)
か
ら
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
時
刻
や
運
賃
な
ど
の
バ
ス
情
報
を
検

索
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

す
。
左
記
ア
ド
レ
ス
に
ア
ク
セ
ス
す
る

か
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

交
通
政
策
課
☎(

８
８
８)

５
７
６
６

★
い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
乗
降
バ
ス
停
を
選

択
し
、
時
刻
や
運
賃
が
検
索
で
き
ま
す

・
観
光
施
設
な
ど
の
主
要
な
目
的
地
を

タ
ッ
プ

・
住
所･

町
名
を
タ
ッ
プ

・
バ
ス
路
線
名
を
タ
ッ
プ

・
電
子
地
図
を
タ
ッ
プ

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
版
バ
ス
案
内
サ
ー
ビ
ス

h
ttp
://w

w
w
.a
kita
in
fo
.jp
/b
u
s/

ス
マ
ホ
で
検
索
！

バ
ス
情
報

画
像
は
イ
メ
ー
ジ
で
す

ワ
ー
ク･

ラ
イ
フ･

バ
ラ
ン
ス(

仕
事
と

生
活
の
調
和)

や
、
秋
田
市
の
魅
力
ア
ッ

プ
な
ど
に
つ
い
て
、
秋
田
市
役
所
の
若
手

職
員
と
一
緒
に
講
演
や
演
習
を
通
し
て

学
び
、
交
流
を
深
め
ま
せ
ん
か
。
参
加
無

料
。
定
員
20
人(

抽
選)

。

対
象
▼

市
内
の
企
業･

団
体
な
ど
に
勤
務

す
る
20
歳
代
の
か
た(

採
用
２
年
目
以
降)

日
時
▼

10
月
18
日
(火)
午
後
１
時
〜
５
時
15

分(

終
了
後
、会
費
制
の
懇
親
会
あ
り)

と

19
日
(水)
午
前
９
時
30
分
〜
正
午

会
場
▼

市
役
所
５
階
の
正
庁

★
講
演
の
講
師

㈱
ブ
ラ
ウ
ブ
リ
ッ
ツ

秋
田
の
岩
瀬
浩
介
社
長
、
ノ
リ
ッ
ト
・

ジ
ャ
ポ
ン
㈱
の
菅
原
久
典
社
長

★
演
習
の
テ
ー
マ
と
講
師

・
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
…
キ
ャ

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
簾
内
聖
子
さ
ん

・
秋
田
市
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
…
秋
田
就

職
総
合
研
究
所
代
表
の
須
田
紘
彬
さ
ん

申
し
込
み
▼

人
事
課
自
治
研
修
セ
ン
タ
ー

☎(
８
８
８)

５
４
３
２

11
月
に
開
催
す
る
〝
第
２
回
あ
き
た
ア

ー
ト｢

は
だ
し
の
こ
こ
ろ｣

〞
へ
の
出
展
作

品
を
募
集
し
ま
す
。

障
が
い
福
祉
課
☎(

８
８
８)

５
６
６
３

Ｆ
Ａ
Ｘ(

８
８
８)

５
６
６
４

対
象
作
品
▼

秋
田
県
内
に
在
住
す
る
障
が

い
の
あ
る
18
歳
以
上
の
か
た
個
人
、
ま
た

は
グ
ル
ー
プ
で
制
作
し
た
作
品(

絵
画･

書･

写
真･

造
形
な
ど)

。
１
人(

１
グ
ル
ー

プ)

３
点
以
内

募
集
期
間
▼

９
月
27
日
(火)
〜
10
月
21
日
(金)

募
集
要
項
を
置
い
て
い
る
場
所
▼

市
民
の

座(

市
役
所
１
階)

、
障
が
い
福
祉
課(

１

階
。
同
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も)

、
各
市

民
Ｓ
Ｃ
、
駅
東
Ｓ
Ｃ

障
が
い
福
祉
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.c
ity.a

kita
.a
kita
.jp
/

c
ity/w

f/sc
/

作
品
応
募
の
問
い
合
わ
せ
▼

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ア
ー
ト
リ
ン
ク
う
ち
の
あ
か
り

☎(

８
３
８)

６
４
０
６

Ｅ
メ
ー
ルu

tin
o
a
ka
ri@
g
m
a
il.c
o
m

★

★
保
育
士
人
材
バ
ン
ク

へ
ご
登
録
く
だ
さ
い

★
市
の
若
手
職
員
と

交
流
し
ま
せ
ん
か

〝あきたアート
｢はだしのこころ｣〟
出展作品を募集

昨
年
の
作
品
展

雄和中央保育所で

やった～！

＊
タ
ッ
プ
＝
指
で
画
面
を
触
れ
操
作
す
る
こ
と

ホットな市政情報いろいろ

２



市
税
の
役
割
や
意
義
を
Ｐ
Ｒ

す
る
標
語
を
募
集
し
ま
す
。
対

象
は
秋
田
市
に
在
住
し
て
い
る

か
た
で
、
１
人
２
点
以
内
。
入
選
者
に
は

賞
状･

記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

応
募
方
法
▼

は
が
き
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に

標
語
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
書
い
て
、
９
月
20
日
(火)
か
ら
10
月
17
日

(月)
ま
で
に
左
記
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

〒
０
１
０-

８
５
６
０

秋
田
市
納
税
課
納
税
推
進
担
当

Ｅ
メ
ー
ルro

-fntc@
city.akita.akita.jp

☎(

８
８
８)

５
４
８
３

中
心
市
街
地
活
性
化
の

た
め
、
自
主
的
に
継
続
し

て
開
催
す
る
に
ぎ
わ
い
創

出
イ
ベ
ン
ト
に
対
し
て
、
事
業
費
の
一
部

を
助
成
し
ま
す(

上
限
30
万
円)

。

申
請
は
１
団
体
に
つ
き
１
件
。
申
請

団
体
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

公
開
審
査(

10
月
21
日
(金)
、
ア
ル
ヴ
ェ
で)

で
交
付
を
決
定
し
ま
す
。

申
し
込
み
▼

観
光
振
興
課(

市
役
所
３

階
。
同
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も)

に
あ
る

申
請
書
で
、
10
月
13
日
(木)(

必
着)

ま
で

☎(

８
８
８)

５
６
０
２

｢

緑
の
カ
ー
テ
ン
写

真
コ
ン
テ
ス
ト｣

に
応

募
が
あ
っ
た
作
品
を
、

９
月
26
日
(月)
か
ら
10
月

２
日
(日)
ま
で
、
に
ぎ
わ
い
交
流
館
１
階
オ

ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
展
示
し
ま
す
。

そ
の
期
間
中
に
、
来
場
者
に
よ
る
投
票

を
受
け
付
け
、
投
票
の
多
い
順
に
最
優
秀

賞
１
点
と
優
秀
賞
２
点
を
選
出
し
ま

す
。
ぜ
ひ
会
場
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

環
境
総
務
課
☎(

８
８
８)

５
７
０
４

市
税
の
役
割
を
Ｐ
Ｒ

納
税
標
語
を
募
集

緑
の
カ
ー
テ
ン

写
真
コ
ン
テ
ス
ト

応
募
作
品
に
投
票
を

中
心
市
街
地
の
イ
ベ

ン
ト
に
助
成
し
ま
す

秋
田
港
か
ら
コ
ン
テ
ナ
貨
物
で
商
品

類
を
輸
出･

輸
入
し
て
い
る
市
内
企
業
の

う
ち
、
対
象
年
度
実
績
が
30
Ｔ
Ｅ
Ｕ
以
下

の
小
口
荷
主(

混
載
荷
主
は
除
く)

へ
奨
励

金
を
支
給
し
ま
す
。

＊
Ｔ
Ｅ
Ｕ
＝
貨
物
の
容
量
の
単
位

奨
励
金
額(

１
企
業
あ
た
り
５
Ｔ
Ｅ
Ｕ
ま

で)

▼

ド
ラ
イ
コ
ン
テ
ナ
１
Ｔ
Ｅ
Ｕ
あ
た
り

５
万
円
、
リ
ー
フ
ァ
ー
コ
ン
テ
ナ
１
Ｔ
Ｅ

Ｕ
あ
た
り
７
万
円

申
し
込
み
▼

11
月
30
日
(水)

ま
で
商
工
貿
易
振
興
課

☎(

８
８
８)

５
７
３
０

市
内
企
業
の
コ
ン
テ

ナ
輸
送
を
サ
ポ
ー
ト

９月の老人保健福祉月間をPRする今
年度の標語とポスターデザインの入選者
の表彰式を、８月29日、市役所で行いま
した(上の写真)。
採用されたのは、小玉智也さん(外旭川
小学校５年)の標語｢手をつなぎ みんな
で歩こう 未来へと｣と加藤みるきさん
(秋田公立美術大学附属高等学院２年)の
デザインです。
ポスターデザイン、その他の入賞者は、

広報あきた９月２日号をご覧ください。
長寿福祉課☎(888)5666

標語とポスターデザインの
入選者を表彰

８月17日、秋田市と㈱テクノス秋田、
㈱北都銀行の三者で、｢子育て世代の移
住促進等に係る連携･協力に関する協定｣
を締結しました。
これに基づき、市では、移住希望者

に、仕事と子育ての両立に積極的な㈱テ
クノス秋田の取り組みを紹介するほか、
三者がお互いに移住促進につながる環境
整備に協力していくこととしています。
秋田市の移住･定住の取り組みは、下

記の企画調整課ホームページをご覧くだ
さい。☎(888)5462
http://www.city.akita.akita.jp/city/pl/mn/iju/

子
育
て
世
代
の

移
住
促
進
に
は
ず
み左から㈱テクノス秋田の相田龍三

代表取締役、穂積市長、㈱北都銀行の

九嶋敏明常務執行役員

ト ピ ッ ク ス
老人保健福祉月間

広報あきた　平成28年９月16日号３


